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　「
研
究
倫
理
」と
い
う
学
問
領
域
は
、
歴

史
的
に
は
、
医
学
系
研
究
者
た
ち
が
研

究
参
加
者
に
行
っ
た
非
人
道
的
な
研
究

に
対
す
る
反
省
を
踏
ま
え
、「
研
究
参
加

者
の
権
利
保
護
」を
最
重
要
の
研
究
課
題

と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た（
道
徳
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
編『
倫
理
道
徳
白
書 V

ol.2

』〈
平
成

二
十
二
年
〉第
六
章
参
照
）。
し
か
し
、
近
年
の

「
研
究
倫
理
」で
は
、
医
学
系
研
究
者
自

身
の
道
徳
性
に
関
す
る
事
柄
も
そ
の
対

象
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課

題
は「
研
究
公
正（Research Integrity

）」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
平
成
二
十
六
年
に
起

き
た
二
つ
の
不
正
事
件
に
よ
り
、
研
究

公
正
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
つ
は
一
月
末
か
ら
の「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ

（
刺
激
惹じ

ゃ
っ

起き

性
多
能
性
獲
得
）細
胞
事
件
」で

す
。
当
初
、
日
本
を
代
表
す
る
研
究
機

関
に
所
属
し
て
い
た
若
手
研
究
者
に
よ

る
、
生
物
学
の
定
説
を
覆

く
つ
が
えす

大
発
見
と

広
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
こ

の
研
究
成
果
に
対
す
る
疑
義
や
不
正
が

指
摘
さ
れ
、
検
証
の
結
果
、
発
表
論
文

に
改か

い

竄ざ
ん

や
捏ね

つ

造ぞ
う

が
認
め
ら
れ
る
と
し
、

論
文
は
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
同
年
六
月
に
発
覚
し
た

「
デ
ィ
オ
バ
ン
事
件
」で
す
。
抗
高
血
圧

薬
デ
ィ
オ
バ
ン
の
臨
床
試
験
結
果
が
ま

と
め
ら
れ
た
一
連
の
論
文
が
、
相
次
い
で

撤
回
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
デ
ー
タ
に
改

竄
や
捏
造
が
あ
り
、
こ
の
研
究
の
統
計

解
析
者
が
臨
床
試
験
依
頼
元
の
製
薬
会

社
の
社
員
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
医
薬
品
開
発
に
携
わ
る
統

計
解
析
者
が
所
属
を
公
表
せ
ず
に
研
究

に
関
わ
る
こ
と
は
、
科
学
の
公
正
性
を

歪ゆ
が

め
る
行
為
な
の
で
す
。 

こ
れ
ら
研
究
不
正
問
題
を
き
っ
か
け

に
、
社
会
的
に
も
不
正
防
止
対
策
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
同
年
八

月
、
そ
れ
ま
で
の「
不
正
行
為
へ
の
対
応

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
改
正

し
、
不
正
行
為
を「
研
究
者
倫
理
に
背は

い

馳ち

（
背
く
こ
と
）し
、
研
究
活
動
及
び
そ
の
成

果
の
発
表
に
お
い
て
、
そ
の
本
質
な
い

し
本
来
の
趣
旨
を
歪
め
、
研
究
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
正
常
な
科
学
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
妨さ

ま
た

げ
る
行
為
」と
定
義
し
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
研
究
不
正
は
繰
り
返
し
起
き
て

い
ま
す
。
黒く

ろ

木き

登と

志し

夫お

氏
は
、
そ
の
要

因
を「
不
正
へ
の
誘
惑
」と
し
て
六
つ
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。

第
一
は
研
究
者
の
作
業
仮
説
に
見
合
っ

た
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
る
よ
う
に

研
究
結
果
を
操
作
す
る
「
ス
ト
ー
リ
ー

の
誘
惑
」
、
第
二
は
研
究
結
果
を
少
し

で
も
き
れ
い
に
見
せ
る
た
め
に
加
工
す

る
「
お
化
粧
の
誘
惑
」
、
第
三
は
研
究

結
果
を
い
か
に
早
く
公
表
す
る
か
の

「
競
争
に
勝
つ
誘
惑
」
、
第
四
は
知
名

度
の
高
い
学
術
誌
に
投
稿
す
る
「
有
名

学
術
誌
の
誘
惑
」
、
第
五
は
高
額
の
研

究
費
を
獲
得
す
る
た
め
の
「
研
究
資
金

の
誘
惑
」
、
第
六
は
良
い
研
究
成
果
が

将
来
の
身
分
を
保
証
す
る
「
出
世
へ
の

誘
惑
」
で
す
。
（
『
研
究
不
正
―
― 

科
学
者
の

捏
造
、
改
竄
、
盗
用
』
中
公
新
書
〈
平
成
二
十
八
年
〉
）

今
日
、
科
学
研
究
が
専
門
化
・
複
雑

化
し
て
い
る
こ
と
や
、
盤ば

ん

石じ
ゃ
く

な
研
究
環
境

や
研
究
資
金
確
保
の
難
し
さ
等
の
外
的

要
因
の
改
善
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、

不
正
へ
の
誘
惑
に
曝さ

ら

さ
れ
る
研
究
者
た
ち

に
対
す
る「
研
究
倫
理
教
育
」の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
従
来
型
の
規
範
を
教
示
す
る
だ
け
の

倫
理
教
育
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
指
摘
も

あ
り
、
研
究
者
自
ら
が
研
究
倫
理
に
反
す

る
行
為
の
意
味
を
考
え
、
科
学
者
と
し
て

の
矜き

ょ
う

持じ

を
持

ち
、
自
律
を
促

す
教
育
の
模
索

が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

研
究
倫
理
教
育
の
あ
り
方

―
不
正
へ
の
誘
惑
に
曝
さ
れ
る
研
究
者
た
ち

研究の
現場から
道徳科学研究センターの

研究動向

生
命
環
境
研
究
室
客
員
教
授
・
亀
田
医
療
大
学
看
護
学
部
教
授

足あ

立だ
ち

智と
し

孝た
か
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